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本書の読みどころ ―― まえがきに代えて

◆花の温暖化対策――開花・着色不良を乗り越える

近年の猛暑の影響により，花卉の多くの品目で高温障害がみられるようになった。着花不良，
着色不良などが発生すると，出荷可能本数が減るほか単価の下落にもつながる。
本書では，おもに施設栽培花卉での花ごとに生じる高温障害の症例と，その対策方法を紹介
する。また，さまざまな高温対策技術を複合的に使用する方法や換気の最新技術，およびその
実践例を収録した。

◆花卉園芸用土の設計

より安定した生産や，消費現場からの要望（土ごと焼却処分したい，環境に配慮した用土を
使用したいなど）の実現を目指し，鉢もの用土の素材や設計方法が進歩している。
本書では，目的ごとの用土素材と設計について体系的に整理するほか，消費者の希望にこた
える新たな用土資材とそれを用いた栽培技術を紹介する。

◆物流危機時代の開花調整

2024年の労基法改正によりトラックドライバーの労働制限が施行され，新鮮な各地の花を
届けることが難しくなった。以降，花卉のさまざまな流通段階で効率化策が考案されている。
そのうち生産現場で取り組むことができる対策の一つが，開花日・収穫予測である。これによ
り，収穫予定の情報をいち早く市場に届けることができるほか，出荷目標に向けたより具体的
な開花調整が可能になる。
本書では開花日・収穫日や収量予測の最新技術を集めた。

◆花の減農薬防除

前号で特集した減農薬技術への関心は依然高く，新たな技術の開発と普及が待たれている。
本書では，微酸性電解水を使用したバラの灰色かび病対策と，ＵＶ－Ｂを使用したデルフィニ
ウムのうどんこ病対策を収録。

◆環境制御の最新技術

花卉の種類や栽培する時期によって，光合成効率を最大化させるための生育環境や，花芽が
正常に分化する環境は異なる。さまざまな施設花卉品目でそれらが明らかになり，経済性も踏
まえた施設管理方法の見直しが検討されている。
本書ではアルストロメリアの夏季およびスプレーギクの冬季の管理について最新技術を紹介
する。

◆切り花ヒマワリ・姫ヒマワリの育種・栽培

花卉の単価は変動幅が大きいため，花卉農家の多品目経営化が進んでいる。なかでも複合品
目の一つとしてヒマワリに注目が集まっている。理由としては，キクの栽培技術が応用できる
こと，暑さ・干ばつ・病害虫に強いこと，夏の定番であることなどが挙げられる。
本書では，父の日需要などで夏場を中心に市場取引が伸びているヒマワリと姫ヒマワリ（ヘ
リオプシス）の特徴・品種・栽培技術を追録。

本書は『農業技術大系花卉編』追録28号の内容を編集したものです。本書への転載を許諾
いただいた執筆者のみなさまに厚くお礼申し上げます。

� 2026年 4月　農山漁村文化協会
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スプレーカーネーションにおけ
る花芽分化期の高温遭遇による
生理障害発生条件と対策

高温下でみられる障害には，高温に加えて，光
や土壌中の養水分，病害虫など複数の要因が複
雑に関係している場合もある（柴田，2002）。
実際に高温ストレスが生じると，光合成速度が
顕著に低下し，酵素活性やタンパク質の生合成
速度も低下する。この状況が長期間続くと植物
は枯死に至る。とくに生殖器官である花は高温
によるストレスでダメージを受けやすい。
高温条件下でみられるカーネーションの障害
として，軟弱徒長や生育遅延，花芽分化抑制，
花蕾の枯死，萼割れ花発生，花の小輪化，花色
の退色，側枝の不萌芽と伸長不良，日持ち不良
などがあげられる。カーネーションの光合成速
度は16 〜 18℃をピークにしてそれ以上の高温
では低下する一方，呼吸量は25℃以上で急激
に増加する（田中，1990）。高温条件下では体
内成分の消耗が進み，その結果として茎の伸長
不足や切り花の軟弱徒長，ボリューム不足な
どの品質の低下が生じると考えられる（柴田，
2002）。このような高温に対応する栽培技術と
して換気や遮光，冷房（細霧冷房やヒートポン
プ）などがある。ヒートポンプを用いた夏季日
没後の短時間冷房（日没後4時間，21℃設定）
は，効率的にカーネーション切り花の品質を向
上させ，開花遅延を低減できると報告されてい
る（Higashiuraら，2020）。
本来，高温対策技術は生産地や定植時期，生
育段階，種類・品種に合わせて確立されること
が望ましい。本稿では，北海道における春に定
植する作型において，おもに花芽分化期の高温

（1�）カーネーション夏秋切り作型と高
温障害

国内におけるカーネーションの切り花は，夏
から秋は長野県や北海道などの寒冷な地域で，
冬から春は愛知県や千葉県，兵庫県，長崎県な
どの温暖な地域でおもに生産されている。夏秋
切り作型では花芽分化期が夏の高温期と重な
るが，従来，寒冷地では猛暑日（日最高気温
が35℃以上の日）や熱帯夜（日最低気温が25
℃以上の夜）が連続することは少なく，花芽分
化期に高温に遭遇することは想定されてこな
かった。しかし，各地において1990年代半ば
を境に猛暑日の日数は大きく増加し，たとえば
2010年代の長野市は1980年代の約4倍に当た
る年7.3日を記録している。熱帯夜についても
同様の傾向がみられ，以前は札幌市では夜温が
25℃を超えることがほとんどなかったが，最
近では熱帯夜が生じている（第1表）。園芸施
設，とりわけ天窓のないビニルハウスでは内部
に熱がこもりやすく，今後の気温上昇を踏まえ
ると，高温対策の必要性がいっそう高まってい
る。
一般に植物は生育適温を超えると生育に遅延
が生じ，より高い温度では障害を引き起こす。

第1表　日本各地における猛暑日と熱帯夜の年間平均日数の推移
猛暑日（日最高気温が35℃以上の日）

の年間平均日数
熱帯夜（日最低気温が25℃以上の日）

の年間平均日数

統計期間
1981
〜
1990

1991
〜
2000

2001
〜
2010

2011
〜
2020

2021
〜
2023

1981
〜
1990

1991
〜
2000

2001
〜
2010

2011
〜
2020

2021
〜
2023

札　幌 0.0   0.4   0.0   0.0   2.0   0.2   0.0   0.0   0.3   3.7
長　野 1.8   4.4   3.5   7.3 13.7   0.5   0.9   0.9   1.5   4.7
東　京 1.1   3.6   4.8   7.9 13.3 23.8 29.6 29.9 31.7 34.3
名古屋 6.4 12.4 15.7 16.9 18.7 12.9 19.6 25.7 31.6 37.0
大　阪 8.0 10.9 15.8 16.7 18.7 30.5 38.3 43.5 42.7 49.7
福　岡 4.5   5.1 6.9 12.4 15.3 27.8 33.7 38.1 44.3 56.3
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ラ切り花栽培における夏季に更新する同化専用枝
の管理方法の実証」

愛知県花きイノベーション地域協議会．2025．令和
6年度ジャパンフラワー強化プロジェクト推進「バ
ラ切り花栽培における夏季の複合的な高温対策に

よる株管理方法の実証」
犬伏加恵・和田朋幸・保富正行・二村幹雄．2023．
バラ切り花における夏季の株養成技術による品質
向上効果及び管理方法の検証．愛知農総試研報．
55，29―38．

温室の高温対策技術
制換気，遮光，細霧冷房，パッド・アンド・フ
ァン，ヒートポンプ冷房などの基本的な高温抑
制技術を整理するとともに，これらの技術を効
果的に機能させるためのポイントを詳述する。

（2）温室の環境制御技術

第1図に作物の生育に及ぼすおもな環境要因
を示す。作物の生育に及ぼすおもな環境要因と
して，温室内の地上部では，光，温度（気温，
室温），湿度，CO2濃度，気流速の5つがあり，
地下部（根圏部）では培地温と養水分の2つが
ある。
温室内の環境制御をするうえで，地上部の5
つは5大環境要因といわれ，とくに光は作物の
光合成や光形態形成などにかかわるので，温室
を設計・建設する際は構造材の影が少なくなる
ようにする。なかでも，温室の外皮となる被覆
資材は光線透過率が高くなるように開発・製造
されているが，この日射を多く透過させること
が，住宅やビルなどの一般建築物とは大きく異
なる温室特有の環境をつくり出している。ま
た，日，週，月，年と刻々と変化する屋外環境
に対して，温室内の環境要因を作物の生育に合
わせて調節しなければならない。第2図に，年

（1）温室内環境の特徴

①温室内環境制御の必要性
温室本来の姿は，透過性のある被覆材によっ
て農作物を覆い，外の厳しい気象環境から農作
物を保護することである。そのため，温室内の
環境は屋外と比べて，昼夜間の温度差が大きい
こと，室内の気温分布は不均一になりやすいこ
とが特徴としてあげられる。したがって，温室
内の環境を生産する農作物にあわせて制御する
必要があり，室内が高温になったときには遮光
や換気による冷却，低温になったときには保温
や暖房による加温が必要になる。
②温室を周年利用するための課題
農業工学的な観点から捉えたわが国の温室の
問題点を捉えると，施設構造や資材の規格が統
一されていないため，建設コストが国際水準よ
りも高いこと，そして効果的な高温抑制技術が
ないことがある。とくに後者は，温室の大規模
化，周年利用化，労働環境の改善を進めるうえ
で重要な要素であるが，夏期に高温多湿となる
わが国の気象条件下では，温室
内の高温を抑制することはむず
かしく，一般的には盛夏期の栽
培を避ける作型が多く導入され
てきた。
しかしながら，近年の温暖化
傾向に伴って，盛夏期を避ける
作型や，既存の高温抑制技術を
適用するだけでは，温室の気温
を農作物の生育適温に制御する
ことがむずかしい状況となって
いる。この問題の背景には，「温
室」の名が示すように，従来の
温室構造や環境制御システム
は，露地栽培が困難となる低温
期に，温暖な気候を創出するた
めの技術として進展してきた経
緯がある。ここでは，自然・強

第1図　作物の生育に及ぼすおもな環境要因
（林，2018に加筆）
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戸田浩子・二村幹雄．2022．波長の異なるLED光の
低照度照射による日長延長がスプレーカーネーシ
ョンの生育・品質に及ぼす影響．愛知農総試研報．
54，131―134．

Thomas, B. and D. Vince-Prue, 1997. Daylength 
Perception in Long-Day Plants. 118―142. In 
Photoperiodism in Plants. Academic Press. London.

住友克彦・山形敦子・島浩二・岸本真幸・久松完．
2009．数種の切り花類の開花および茎伸長に及ぼ
す明期終了時の短時間遠赤色光照射（EOD-FR）
の影響．花き研報．9，1―11．

宇田明．2010．カーネーションの生育と生理．55―
71．

　カーネーション栽培技術の再検討．73―102．宇田
明編著．

　カーネーションをつくりこなす．農文協．東京．
Wang, M., J. Xiao, H. Wei and B. R. Jeong. 2020. 

Supplementary Light Source Affects Growth and 

Development of Carnation ‘Dreambyul’Cuttings. 
Agronomy 2020, 10, 1217. ; doi: 10. 3390/
agronomy10081217

山本理仁・古山真一・菅原魁人・森志郎．2024．北
海道冬春期切り作型におけるLED照射処理がカー
ネーション‘ムーンライト’の生育および切り花
品質に及ぼす影響．園学研．（別）1，376．

山根健治・猪爪亜希・和田義春・林万喜子・清水明．
2008．低照度下における鉢花カーネーションの生
理ならびに品質に及ぼす5-アミノレブリン酸処理
の影響．園学研．7（1），115―121．

米村浩次．1990．日長管理．99―107．米村浩次編著．
切り花の新技術「カーネーション」上巻．誠文堂
新光社．東京．

米村浩次・大石一史・大須賀源芳．1981．スプレ
イカーネーションの定植時期と日長条件の違いが
生育，開花に及ぼす影響．愛知農総試研報．13，
235―242．

栃木県下都賀郡壬生町　ハッピーフラワーファーム（田邉　正剛）

〈バラ〉礫耕栽培・周年出荷

複合的な温暖化対策を取り入れた
礫耕養液栽培

―外気導入，ヒートポンプなど低コストな高温
対策技術を中心に―

輸送を実施している。

（2）田邉さんの経営概要

田邉さんは農業大学校を卒業後，種苗会社に
就職し，九州地方を中心に営業として勤務して
いた。
1994年から実兄がバラ栽培を始めており，
兄ハウスのとなりに後継者育成資金を利用して
1996年に施設を建設し，バラ栽培を開始した。
当初は土耕栽培をしており，品種は‘アールス
メールゴールド’と‘ティネケ’を導入した。
冬期に弓曲げ剪定を行ない，切り上げ栽培を主
とする栽培体系だった。
2022年から土耕栽培をやめ，礫耕栽培を新
たに導入した。礫耕は排水性が良いため，ロッ
クウール栽培と比して夏場の生産性が良いこ
と，経費が削減できることを考えての導入だっ

1．経営と技術の特徴

（1）産地の状況と課題

栃木県壬生町は，県庁所在地である宇都宮市
の南西部に隣接している。東京から北に90km
と近く，農業では水稲を中心にイチゴ，トマト，
ニラなどが盛んである。
田邉さんが所属する小山花卉園芸組合は各種
切り花の生産者の組織として1968年に設立さ
れた。組合員は県南を中心に各市町に点在し，
最大時には組合全体で60名，バラ部会は18名
であった。2025年時点ではバラ部会，キク部会，
カーネーション部会，切花部会，トルコギキョ
ウ部会の5つの組織で構成されている。2025年
現在のバラ部会員の人数は8名で，施設面積は
17,252m2である。組合の活動としては協同輸送
や資材の協同購入などを行なっている。販売面
では共選共販（バラ部会は1991年から）であ
り，市場と連絡を密にとり，販売にあたってい
る。
近年の動向として養液栽培が7戸（ロックウ
ール耕4戸，養液土耕2戸，礫耕1戸），土耕栽
培1戸である。養液栽培ではほとんどがアーチ
ング栽培で，それに加えて従来の切り上げ方式
またはハイラック方式を併用している。品種は
スタンダートとスプレーが半々の割合である。
2002年から従来の段ボールを用いた乾式出荷
から段階的に移行し，その翌年にはすべて湿式
輸送であるELFシステムを利用したバケット

経営　バラを主力にヒマワリ，アスクレピアス
などの切花類を生産
気象　年平均気温 14.3℃，8月の最高気温の平
均 30.9℃，2月の最低気温の平均− 1.2℃，平
均降水量 1,524.7mm（宇都宮のアメダスより）
圃場・施設　硬質フィルムハウス２棟 2,474m2，
パイプハウス２棟 660m2

品目・栽培型　バラ周年切り栽培，礫耕・切上
げ栽培
苗の調達法　ミニプランツ購入
労力　家族（本人，次男）
　　パート２名，ほかに臨時２名

■経営の概要

63




